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1996年の果樹カメムシ類の多発生 と 被害の解析-ナシ-

は じ め に

1996 年の前半 は， 西 日 本 を 中 心 に 果樹 を 加害す る カ

メ ム シ類が大発生した。 福 岡 県 で も 1990 年以来 6 年ぶ

り に大発生した が， その発生 は越冬成虫が主体 と な り 7

月 ま で に誘殺 ピ ー ク が形成 さ れ る 前期発生型 (宮原 ら ，

1978) であ っ た 。 前期発生型 と して は過去最大の発生 と

な っ た 。

ウ メ ， ス モ モ ， モ モ ， ナ シ ， ビ ワ な どの果樹園 に カ メ

ム シ類が早期か ら 飛来し， 被害 を 受 け た の を は じ め ， こ

れ ま で 6 月 に加害が問題 と な ら な か っ た ウ ン シ ュ ウ ミ カ

ン， ブ ド ウ ， カ キ に も 被害が発生した 。

本 県 の 場 合 予 察 灯 に 誘殺 さ れ る カ メ ム シ 類の 80�

90% がチ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ で 占 め ら れ る こ と か ら ， こ

こ で は チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ を 中心 に 多発生の要因 と ナ

シの被害 に つ い て報告す る 。

I 多発の要因 と 発生消長

カ メ ム シ類 は 1996 年の春先か ら 大発生した 。 カ メ ム

シ類の前期の発生量 は 前年か ら の越冬量 に 左右 さ れ る 。

山 田 ら (1983) の方法に よ っ て 調査した チ ャ パネ ア オ カ

メ ム シの越冬量 を 図 1 に 示した 。 1995 年か ら 1996 年へ

の越冬密度 は 平 年 の 約 9 倍 の 14 . 6 頭1m2 ( 平 年 : 1 . 6  

頭1m2) と 非常 に 多 か っ た 。 過去 10 年 間 で最 も 多 か っ

た 平成 3 年 (5. 5 頭1m2) に 比 べ て も 約 3 倍の越冬密度

で あ っ た 。 こ の こ と か ら ， 1996 年 は春先 か ら カ メ ム シ

類が多発す る こ と が予想 さ れて い た ので， 福 岡 県 で は 3

月 4 日 に 注意報 を発表して注意 を 喚起した 。 越冬量が多

か っ た 原因 と して ， 1995 年の ス ギ， ヒ ノ キ の盆果が大

豊作で ス ギ， ヒ ノ キ 樹上で大発生して い た カ メ ム シ がそ

の ま ま 越冬した も の と 考 え ら れた 。

過去前期 に 多発した 年次 と 1996 年の予察灯 に よ る チ

ャ パ ネ ア オ カ メ ム シの誘殺消長 を 図-2 に 示した。

1996 年の誘殺数 は 予想、 ど お り 平年の誘殺数 に 比べ極

め て 多 く ， 筑紫野市の予察灯 に お け る チ ャ パ ネ ア オ カ メ

ム シ の 6 月 の総誘殺数 は 平年の約 14 倍， 7 月 の総誘殺
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数 (23 ， 964 頭) は 平年の約 40 倍 に 達した。 誘殺 ピ ー ク

は 7 月 20 日 か ら 25 日 の 5 日 間 で約 6 ， 000 頭が誘殺 さ れ

た 。

1996 年の よ う な 極 め て 多 い越冬量 は 今 ま で に 経験が

な か っ た こ と か ら ， 誘殺数が どの レベ ル ま で増加して い

く のか， ま た 果樹園 に い つ侵入す る のか， その発生量 と

侵入時期の予測 を 行 う こ と が困難であ っ た 。

E 防 除 と 被 害

福 岡 県のナ シ 結果樹面積 は 約 580 haでその約 64% が

幸水 ・ 豊水の赤ナ シ で 占 め ら れ る 。 収穫 は幸水が 8 月 上
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図 ー 1 チ ャ パネアオカ メ ム シ の越冬量の年次比較 (県平
均)
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図 - 2 予察灯に誘殺さ れたチ ャ パネアオカ メ ム シの消長
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図 - 3 カ メ ム シ類 に よ る ナ シ の被害状況 (幸水 ・ 豊水)

句か ら 中旬， 豊水 は 8 月 下旬 か ら 9 月 上旬 に か げ て行わ

れ る 。

ナ シ は カ メ ム シの加害 に よ っ て落果しな いので， 肥大

して 変形果 と な っ て 初 め て 被害 に 気づ く こ と に な り ， 防

除が手遅れ に な り が ち であ る 。 こ の こ と か ら ， ナ シ産地

で は 予防的 に 6 月 に 2�3 回一斉防除 を 行 っ た と こ ろ が

多 か っ た 。

果樹園 内 に 大飛来し始 め た 6 月 6 半句以降， ナ シ産地

を含め カ キ ， ブ ド ウ ， カ ン キ ツ な どの各果樹産地 に お い

て 防除が行わ れた 。 大飛来が あ っ た 果樹園 で は ， 連 日 あ

る い は 2�3 日 に I 回の頻度 で防除 を 行 っ て も 連続的 に

飛来が続 き 被害 を 防 ぐ こ と がで き な か っ た 。 例 え ば， 山

間地の果樹園 で は 尾根 に 近 い場所， ま た ， 山林に 隣接し

て い る 園 で は その隣接部 に 集 中 飛 来 が多 い傾 向 に あ っ

た 。 ナ シ 園 に お い て も 連 日 飛来があ っ た 園 で は ， 薬剤防

除で は被害 を く い止 め る こ と がで き な か っ た 。

浮羽地域や 県南の筑後地域 に お け る ナ シ 主要産地圃場

に お け る 1995 年 と 何 年のカ メ ム シ に よ る ナ シ果実の被

害状況を 図 -3 に 示し た 。 1996 年 は 被害果率が 7 月 2 半

旬 に 一気 に 10% に な っ た 後増加傾向 が続き ， 8 月 2 半旬

に は 13% を 超 え る 被害果率 と な り ， 被害 が ほ と ん ど な

か っ た前年 に比べ著し く 被害 を 受 け た 年 と な っ た 。 被害

果の発生推移か ら ， ナ シ 園 に カ メ ム シ が大量 に 飛来し加

害が始 ま っ た 時期 は 6 月 下旬 で あ っ た こ と が推察 さ れ
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図 - 4 収 穫 時 に お け る ナ シ ( 豊 水 ) の 被 害 状 況 ( 1996
年)

た 。

ま た ， 果実が肥大した 7 月 下旬 に は 有袋のナ シ で も 袋

の上か ら 加害 さ れ る 事象が多 く の産地で観察 さ れた が，

収穫時 に お け る 被害状況調査で は ， 有袋ナ シの被害果率

は無袋ナ シの 1/3 以下であ っ た ( 図-4) 。

お わ り に

カ メ ム シ に よ る 被害 を 未然 に 防 ぐ た め に は， カ メ ム シ

の果樹園への侵入時期 を 予察す る こ と が欠 かせ な い が，

1996 年の よ うな 多発年で は ゲ リ ラ 的 な 集 中飛来が 多 く ，

的確な予察が困難であ っ た 。 被害 を 軽減す る た め に は果

樹園への侵入時期が予測で き る よ り 精度の高 い 予察技術

の開発が必要であ る 。

ま た ， 防除時期が梅雨期 で あ っ た た め ， 地盤が ゆ る く

ss に よ る 防除がで き に く い 点 も 防除対応 を 困難 と した 。

さ ら に ， 有効な 防除手段が農薬 に 限 ら れて お り ， 多発年

での防除 は農家の労力 や経済的負担が大 き し ま た カ メ

ム シ に効果が高 い合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤の多用 は ハ ダニ類

や カ イ ガ ラ ム シ類の リ サ ー ジ ェ ン ス を 招 く 可能性が あ る

こ と か ら ， 薬剤以外の有効な 防除法の研究， 開発が望 ま

れ る 。
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